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全社員の物心両面の
幸福を追求し、



・家族を大切にできる環境を
目指します。
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保安検査について /SECURITY SCREENING

機内持込手荷物に対して、

X線検査装置やCT機を用いて

検査を行います。
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①ハイジャック等防止保安検査

5人1組でチームを組み、 1レーンを運用します ※右下写真参照

仕分け

検査レーン全体を管理、

運用します。

5名のうち、責任者の

役割になります。

金属探知機やボディスキャナで検査を行います。

仕分け

X線検査機で手荷物の中身を画像解析します。

確認の必要な手荷物を開けて確認します。

役割

０１
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役割

０２

役割

０３

役割

０４

役割

０５

検査が完了したお客様を搭乗エリアへご案内します。

手荷物をお預かりし、

搭乗券確認のうえ、

レーンへ流します。
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空港によっては、EDS(Explosive Detection System)が導入されており高性能な検査機器を

使用し、主に爆発物がないか全ての荷物を検査しております。

機内に持ち込む荷物ではないため、爆発物やバッテリーその他衝撃や緊急時を想定し、輸送可否が

定められています。
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明け勤務
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09:00～22:00 実働10:00 休憩3:00

19:00～翌10:00 実働11:00 休憩4:00

06:00～17:00 実働8:00 休憩3:00

07:00～19:00 実働8:30 休憩3:30

09:00～20:00 実働9:00 休憩2:00

10:00～22:00 実働9:00 休憩3:00

12:00～23:00 実働9:00 休憩2:00



２４時間

※シフトは、21時15分まで

7:30～２２:００

※シフトは、05:35～20:40の間 ※シフトは、05:30～2１:３0の間

※1ヵ月間で休日が10日間になるようスケジュール担当による調整あり。
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※勤務時間は空港運用時間・航空機の離発着状況により変動します。



・ 宿泊勤務手当

・ 早朝勤務手当

・ 住宅手当

・ シフト勤務手当

・ 職務手当
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本人のキャリア志向や適性、会社の配置ニーズに合わせて、

別の職群へ移ることができる制度です。

キャリアの可能性を広げる「職群転換制度」

人事評価シートの

「自己申告」で

希望を提出

本人希望だけでなく、

評価・適性・組織方針を

総合的に判断

転換先の基準で

等級が見直されます。

(上がることも、下がることもあ ります )

高レベルな技能と

知識で空の安全を最前線から支えるプロフェッ

ショナルへ

高度な現場技能 国家資格取得補助

講習会の開催や

受講費を会社が負担し、

資格取得を積極的にサポート

※職群転換は「希望＋会社判断」で決定されます。

① 自分で申告 ② 会社が判断 ③ 転換後の等級

技能推進職

(新入社員)

技能推進職

(リーダー)

技能推進職

(リーダー) ・保安副部長

・保安副部長

１等級のうちにモニター資格を取得し、

空港保安検定２級を取得することで

２等級へ昇格の対象となります。

２等級のうちに空港保安検定１級を

取得することで３等級へ昇格の対象と

なります。

航空保安事業は、空港の安全・安心を支える最前線。

資格取得と経験を積み重ねながら、あなたらしいキャリアを描ける環境があります。

・宿泊勤務手当 ・早朝勤務手当

・住宅手当 ・シフト勤務手当

・職務手当

航空保安事業は、空港の安全・安心を支える最前線。

資格取得と経験を積み重ねながら、あなたらしいキャリアを描けます。



定員により入寮できなかった場合は、

住宅支援制度を利用可能！
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※写真は、社員寮の一例です
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